
別記様式第２号 別添 

浜の活力再生プラン 

（第２期） 

１ 地域水産業再生委員会  浜プラン ID: １１０２００４ 

組織名 野辺地町地域水産業再生委員会 

代表者名 会長 山縣勝彦（代表理事組合長） 

再生委員会の

構成員 

野辺地町漁業協同組合、野辺地町、東青地域県民局地域農林水産部青森地方水

産業改良普及所 

オブザーバー 青森県農林水産部水産局水産振興課 

対象となる地域の範囲及び漁業の種類 
青森県上北郡野辺地町、ホタテ養殖漁業者数６４

名、刺網・桁網・底見漁業者３３名 

２ 地域の現状 

（１）関連する水産業を取り巻く現状等

・ 野辺地町では、ホタテガイ養殖漁業を主体に、ナマコ・カレイ等の魚介類を漁獲する桁曳網・

刺網・底見漁業が営まれている。このうち、ホタテガイ養殖漁業者は、異常高水温によるへい死

被害を抑制するため、漁協および青森県関係機関と協力して定期的に水温把握を行い、水温変化

に応じて、養殖施設の設置水深の調整を行っている。しかし、平成２９年度は、下半期の高水温

やヤマセの影響によるホタテガイのへい死で減産となり、種苗も影響を受けた。平成２８年およ

び平成２９年の前半までホタテガイの単価が高値で推移し経営は安定したが、平成３０年度に

は、生産量の減少と単価の低下により、一変して経営が苦しい状況となり、ホタテガイ生産の体

質強化が課題となっている。

ナマコについては、安定生産を図るため、ホタテガイ貝殻を利用したナマコ増殖礁を設置する

とともに漁獲量の自主制限や天然採苗によって積極的な資源増殖を行ってきた。 

近年では、ナマコは輸出向け加工原料として引き合いが強まり、単価が上昇した影響で漁獲が

伸びる中、このまま高水準で漁獲を続けると資源量が減り始めるのではないかとの危機感を抱い

ている。 

（２）その他の関連する現状等

近年の原油価格の高騰による漁船用燃油・漁業資材の値上がりが漁業経営を圧迫しているほ

か、漁業者の高齢化・後継者不足による労働力の減少により、地域経済の活力が低下している。 

３ 活性化の取組方針 

(１)前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等

（２）今期の浜の活力再生プランの基本方針

①ナマコの漁獲量向上のため、種苗生産・放流による資源量の安定を図る。

前期ではナマコ増殖礁の設置により生産量の安定が図られたが、更なる漁獲量向上と資源量増加を

目指して種苗生産・放流に取り組む。

②養殖ホタテガイの中間洗浄での付着物除去による成長促進と残渣排出量の低減に取り組む。



③衛生管理体制を継続した地域産ホタテガイのイトーヨーカ堂等の国内量販店等へのＰＲ活動を

促進する。

④減速航行および効率的な漁場利用の実施による燃油消費量の削減に取り組む。

（３）漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置

青森県海面漁業調整規則や漁業権行使規則により、資源管理措置を徹底して資源保護を図ってい

る。ホタテガイ養殖については、陸奥湾地区良質ホタテガイ安定生産推進漁場改善計画を作成し、

養殖施設数を遵守して漁場環境の保全に努めるほか、陸奥湾内のホタテガイ生産量の総量規制であ

る TASC（タスク）制度の遵守により、ホタテガイの品質安定と生産量確保に取り組んでいる。 

（４）具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載）

１年目（平成３１年度）

  以降、以下の取組内容は、取組の進捗状況や得られた知見等を踏まえ、必要に応じて見直すこ 

ととする。 

漁業収入向

上のための

取組 

以下の収入向上の取り組みにより、基準年比 2.0%の所得向上を図る。 

①ナマコの漁獲量向上に向けた種苗生産・放流による資源量の安定

ナマコの単価はここ数年高値で推移しているが、漁獲量は年々減少傾向にあ

る。安定した漁家経営に向けて漁獲量を向上させるため、種苗生産および放流

によるナマコの資源量の増大に取り組む。 

②養殖ホタテガイの中間洗浄での付着物除去による成長促進と残渣排出量の低

減

洋上洗浄機を活用して年２回以上耳吊り成貝の中間洗浄を行うことで、付着

物除去による貝の成長促進と、養殖残渣排出量低減による経営安定を図る。 

上記対策に加え、成熟度調査・ラーバ調査・付着稚貝調査および成長状況のモ

ニタリングの実施、潮流などの海況情報や貝毒情報などの収集に加えて、適正

な養殖管理を行うことでへい死を抑制し、ホタテガイの成長促進に努める。 

地まき貝については、漁業者全員での地まき漁場の清掃による漁場環境の保

全、放流用稚貝の選別や放流密度管理の徹底によりへい死を抑制し、安定生産

を図る。 

③衛生管理体制を継続した地域産ホタテガイの国内量販店等へのＰＲ活動

漁協は、ホタテガイ養殖場について、衛生条件が厳格な対 EUの養殖場登録

を受けるなど衛生管理に取り組んでおり、また、水揚されたホタテガイについ

ても、ホームページの「ほたて生産出荷管理情報システム」により生産履歴の

把握を可能にする「トレーサビリティ」を導入しており、野辺地産ホタテガイ

のＰＲに大きく寄与していることから、これらの「食の安全・安心」の取組む

野辺地産のホタテガイを量販店等に発信していく。 

漁業コスト

削減のため

④減速航行および効率的な漁場利用の実施による燃油消費量の削減

減速航行の推進及び作業時に効率的に施設を回ることにより、燃油消費量



の取組 の削減を図る。 

活用する支

援措置等 
省燃油活動推進事業（国）、水産生産基盤整備事業（国） 

２年目（平成３２年度） 

漁業収入向

上のための

取組 

以下の収入向上の取り組みにより、基準年比 2.1％の所得向上を図る。 

①ナマコの漁獲量向上に向けた種苗生産放流による資源量の安定

ナマコの単価はここ数年高値で推移している、漁獲量は年々減少傾向にある。

安定した漁家経営に向けてナマコの資源量の増大を図り、その漁獲量を向上さ

せるため、種苗生産および放流に毎年取り組む。 

②養殖ホタテガイの中間洗浄での付着物除去による成長促進と残渣排出量の低

減

洋上洗浄機を活用して年２回以上耳吊り成貝の中間洗浄を行うことで、付着

物除去による貝の成長促進と、養殖残渣排出量低減による経営安定を図る。 

上記対策に加え、成熟度調査・ラーバ調査・付着稚貝調査および成長状況のモ

ニタリングの実施、潮流などの海況情報や貝毒情報などの収集に加えて、適正

な養殖管理を行うことでへい死を抑制し、ホタテガイの成長促進に努める。 

地まき貝については、漁業者全員での地まき漁場の清掃による漁場環境の保

全、放流用稚貝の選別や放流密度管理の徹底によりへい死を抑制し、安定生産

を図る。 

③衛生管理体制を継続した地域産ホタテガイの国内量販店等へのＰＲ活動

漁協は、ホタテガイ養殖場について、衛生条件が厳格な対 EUの養殖場登録

を受けるなど衛生管理に取り組んでおり、また、水揚されたホタテガイについ

ても、ホームページの「ほたて生産出荷管理情報システム」により生産履歴の

把握を可能にする「トレーサビリティ」を導入しており、野辺地産ホタテガイ

のＰＲに大きく寄与していることから、これらの「食の安全・安心」の取組む

野辺地産のホタテガイを量販店等に発信していく。 

漁業コスト

削減のため

の取組 

④減速航行および効率的な漁場利用の実施による燃油消費量の削減

減速航行の推進及び作業時に効率的に施設を回ることにより、燃油消費量の

削減を図る。 

活用する支

援措置等 

省燃油活動推進事業（国）、水産生産基盤整備事業（国） 

３年目（平成３３年度） 

漁業収入向 以下の収入向上の取り組みにより、基準年比 2.1％の所得向上を図る。 



上のための

取組 
①ナマコの漁獲量向上に向けた種苗生産放流による資源量の安定 

 ナマコの単価はここ数年高値で推移している、漁獲量は年々減少傾向にある。

安定した漁家経営に向けてナマコの資源量の増大を図り、その漁獲量を向上さ

せるため、種苗生産および放流に毎年取り組む。 

②養殖ホタテガイの中間洗浄での付着物除去による成長促進と残渣排出量の低

減 

洋上洗浄機を活用して年２回以上耳吊り成貝の中間洗浄を行うことで、付着

物除去による貝の成長促進と、養殖残渣排出量低減による経営安定を図る。 

 上記対策に加え、成熟度調査・ラーバ調査・付着稚貝調査および成長状況のモ

ニタリングの実施、潮流などの海況情報や貝毒情報などの収集に加えて、適正

な養殖管理を行うことでへい死を抑制し、ホタテガイの成長促進に努める。 

地まき貝については、漁業者全員での地まき漁場の清掃による漁場環境の保

全、放流用稚貝の選別や放流密度管理の徹底によりへい死を抑制し、安定生産

を図る。 

③衛生管理体制を継続した地域産ホタテガイの国内量販店等へのＰＲ活動 

 漁協は、ホタテガイ養殖場について、衛生条件が厳格な対 EUの養殖場登録

を受けるなど衛生管理に取り組んでおり、また、水揚されたホタテガイについ

ても、ホームページの「ほたて生産出荷管理情報システム」により生産履歴の

把握を可能にする「トレーサビリティ」を導入しており、野辺地産ホタテガイ

のＰＲに大きく寄与していることから、これらの「食の安全・安心」の取組む

野辺地産のホタテガイを量販店等に発信していく。 

 

漁業コスト

削減のため

の取組 

④減速航行および効率的な漁場利用の実施による燃油消費量の削減 

減速航行の推進及び作業時に効率的に施設を回ることにより、燃油消費量の

削減を図る。 

活用する支

援措置等 

省燃油活動推進事業（国）、水産生産基盤整備事業（国） 

  

４年目（平成３４年度） 

漁業収入向

上のための

取組 

 以下の収入向上の取り組みにより、基準年比 2.1％の所得向上を図る。 

①ナマコの漁獲量向上に向けた種苗生産放流による資源量の安定 

 ナマコの単価はここ数年高値で推移している、漁獲量は年々減少傾向にある。

安定した漁家経営に向けてナマコの資源量の増大を図り、その漁獲量を向上さ

せるため、種苗生産および放流に毎年取り組む。 

②養殖ホタテガイの中間洗浄での付着物除去による成長促進と残渣排出量の低

減 

洋上洗浄機を活用して年２回以上耳吊り成貝の中間洗浄を行うことで、付着



物除去による貝の成長促進と、養殖残渣排出量低減による経営安定を図る。 

 上記対策に加え、成熟度調査・ラーバ調査・付着稚貝調査および成長状況のモ

ニタリングの実施、潮流などの海況情報や貝毒情報などの収集に加えて、適正

な養殖管理を行うことでへい死を抑制し、ホタテガイの成長促進に努める。 

地まき貝については、漁業者全員での地まき漁場の清掃による漁場環境の保

全、放流用稚貝の選別や放流密度管理の徹底によりへい死を抑制し、安定生産

を図る。 

③衛生管理体制を継続した地域産ホタテガイの国内量販店等へのＰＲ活動 

 漁協は、ホタテガイ養殖場について、衛生条件が厳格な対 EUの養殖場登録

を受けるなど衛生管理に取り組んでおり、また、水揚されたホタテガイについ

ても、ホームページの「ほたて生産出荷管理情報システム」により生産履歴の

把握を可能にする「トレーサビリティ」を導入しており、野辺地産ホタテガイ

のＰＲに大きく寄与していることから、これらの「食の安全・安心」の取組む

野辺地産のホタテガイを量販店等に発信していく。 

 

漁業コスト

削減のため

の取組 

④減速航行および効率的な漁場利用の実施による燃油消費量の削減 

減速航行の推進及び作業時に効率的に施設を回ることにより、燃油消費量の

削減を図る。 

活用する支

援措置等 

省燃油活動推進事業（国）、水産生産基盤整備事業（国） 

 

 ５年目（平成３５年度） 

  取組の最終年度であり、前年度に引続き行うが、目標達成が確実なものとなるよう、プランの取 

 組状況を確認しつつ、必要に応じて施策の見直しを行う。 

漁業収入向

上のための

取組 

 以下の収入向上の取り組みにより、基準比 2.1％の所得向上を図る。 

①ナマコの漁獲量向上に向けた種苗生産放流による資源量の安定 

 ナマコの単価はここ数年高値で推移している、漁獲量は年々減少傾向にある。

安定した漁家経営に向けてナマコの資源量の増大を図り、その漁獲量を向上さ

せるため、種苗生産および放流に毎年取り組む。 

②養殖ホタテガイの中間洗浄での付着物除去による成長促進と残渣排出量の低

減 

洋上洗浄機を活用して年２回以上耳吊り成貝の中間洗浄を行うことで、付着

物除去による貝の成長促進と、養殖残渣排出量低減による経営安定を図る。 

 上記対策に加え、成熟度調査・ラーバ調査・付着稚貝調査および成長状況のモ

ニタリングの実施、潮流などの海況情報や貝毒情報などの収集に加えて、適正

な養殖管理を行うことでへい死を抑制し、ホタテガイの成長促進に努める。 

地まき貝については、漁業者全員での地まき漁場の清掃による漁場環境の保

全、放流用稚貝の選別や放流密度管理の徹底によりへい死を抑制し、安定生産



を図る。 

③衛生管理体制を継続した地域産ホタテガイの国内量販店等へのＰＲ活動

漁協は、ホタテガイ養殖場について、衛生条件が厳格な対 EUの養殖場登録

を受けるなど衛生管理に取り組んでおり、また、水揚されたホタテガイについ

ても、ホームページの「ほたて生産出荷管理情報システム」により生産履歴の

把握を可能にする「トレーサビリティ」を導入しており、野辺地産ホタテガイ

のＰＲに大きく寄与していることから、これらの「食の安全・安心」の取組む

野辺地産のホタテガイを量販店等に発信していく。 

漁業コスト

削減のため

の取組 

④減速航行および効率的な漁場利用の実施による燃油消費量の削減

減速航行の推進及び作業時に効率的に施設を回ることにより、燃油消費量の

削減を図る。 

活用する支

援措置等 

省燃油活動推進事業（国）、水産生産基盤整備事業（国） 

（５）関係機関との連携

再生委員会を中心に、養殖管理や資源増殖については青森県漁業協同組合連合会や青森県、

（地独）青森県産業技術センター水産総合研究所など関連機関の助言や指導を受けながら、浜

の活力再生プランの効果的な実施に取り組む。 

４ 目標 

（１）所得目標

漁業所得の向上１０%以

上 

基準年 
平成２５年度～平成２９年度（５中３平均） 

：漁業所得  千円 

目標年 平成３５年度 ：漁業所得  千円 

（２）上記の算出方法及びその妥当性

（３）所得目標以外の成果目標

ナマコ幼生放流数 基準年 平成３１年：０（個体）

目標年 平成３５年：５００，０００（個体）

（４）上記の算出方法及びその妥当性

根拠資料のとおり 

５ 関連施策 

  活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性 



事業名 事業内容及び浜の活力再生プランとの関係性 

省燃油活

動推進事

業（国） 

漁業者が減速走行することで、漁船燃油使用量の削減が期待される。 

沿岸漁業

改善資金

（県） 

作業用及び航行用機器の更新を、適期に行うことができる。 

水産生産

基盤整備

事業（国） 

水産物の輸出促進等、水産業の国内・国際競争力強化と地域の活性化に資する漁港・

漁村づくり。 
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